
令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
の

縦
覧
・
閲
覧
の
お
知
ら
せ

現
在
児
童
手
当
の
「
多
子
加
算
」

が
適
用
さ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年

４
月
よ
り
新
た
に
大
学
生
年
代
と

な
る
子
ど
も
（
平
成
19
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
子
）
が
い
る
家
庭
等
に
つ
い

て
は
、
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
別
途

通
知
を
送
付
し
ま

す
。
期
限
内
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
詳
細

役場の開庁日時
平日　午前８時30分～午後５時15分
毎月第１土曜日　午前８時30分～
　正午（一部窓口のみ）
３月・４月の土曜開庁
　３月７日（土）・４月４日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 31,538人　	（−55人）
男 	 15,699人　	（−34人）
女 	 15,839人　	（−21人）
世帯	 16,334世帯	（−27世帯）
※令和８年２月１日現在（前月１日比）

− − − −

　
お
知
ら
せ

医
療
法
人
ク
レ
モ
ナ
会
様
か
ら
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生

応
援
税
制
）
を
利
用
し
「
町
に
暮

ら
す
全
て
の
住
民
が
心
身
と
も
に

４
月
か
ら
、
町
か
ら
受
給
し
て
い

る
人
の
児
童
手
当
の
振
込
日
が
、

偶
数
月
の
10
日
（
土
・
日
等
の
場

合
は
、
そ
の
前
の
平
日
）
に
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で

ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た

４
月
か
ら
児
童
手
当
の
振

込
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

児
童
手
当
の
多
子
加
算
に

係
わ
る
手
続
き
に
つ
い
て

健
や
か
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係
ｔ

１
０
４

い
。

問　
役
場
子
ど
も
課
児
童
係

　

ｔ

１
４
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
女
性
の
健
康
週
間
」

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

３
月
１
日
日
か
ら
３
月
８
日
日
は

「
女
性
の
健
康
週
間
」
で
す
。
女

性
は
、
思
春
期
、
妊
娠
・
出
産
、

更
年
期
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご

と
に
心
身
の
状
態
が
変
化
し
ま

す
。
月
経
に
よ
る
貧
血
や
痛
み
、

性
感
染
症
、
が
ん
（
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
）、
閉
経
後
に
多
い
骨こ

つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う、

脂
質
異
常
症
な
ど
、
女

性
特
有
の
不
調
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
が
ん
検
診
の
受
診

や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
、
生

活
習
慣
の
改
善
、
食
事
・
心
の
ケ

ア
な
ど
、
女
性
が
自
分
ら
し
く
健

や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
目
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
係

　
ｔ
２
９
４

−

５
５
１
１

入
園
・
入
学
を
控
え
る
３
月
１
日

日
か
ら
３
月
７
日
土
ま
で
の
７
日

間
を
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
と
し

て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
す
る
こ

と
で
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
で
防
げ
る
病
気
か
ら
子
ど
も
を

守
る
た
め
に
も
、
予
防
接
種
履
歴

を
確
認
し
、
ま
だ
受
け
て
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
れ
ば
、

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー
予
防
係

　
ｔ
２
９
４

−

５
５
１
１

は
毛
呂
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
子
ど
も
課
児
童
係

　

ｔ

１
４
３
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■
固
定
資
産
税
評
価
台
帳
の
縦

じ
ゅ
う

覧ら
ん

期
間　
４
月
１
日
水
～
６
月
１
日

月
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

対　
毛
呂
山
町
に
固
定
資
産
税
を

納
税
し
て
い
る
人

■
自
己
所
有
課
税
台
帳（
名な

寄よ
せ

帳
）

の
閲え

つ
覧ら

ん

期
間　
令
和
９
年
３
月
31
日
水
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

対　
固
定
資
産
の
所
有
者
お
よ
び

借
地
借
家
人

※
縦
覧
期
間
中
に
限
り
無
料
。
期

間
外
は
１
件
２
０
０
円
で
す
。

【
共
通
事
項
】

　
身
分
証
明
書
、
第
三
者
の
場

合
は
委
任
状

問　
役
場
税
務
課
資
産
税
課
税
係

　
　
ｔ

１
９
１
・
１
９
２

令
和
８
年
度
固
定
資
産
税
の

縦
覧
・
閲
覧
の
お
知
ら
せ

「
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ

ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」

を
テ
ー
マ
に
し
た
番
組
を
、
ゆ
ず

の
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
放
送

し
ま
す
。「
人
生
会
議
」
と
は
何

か
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ゆ
ず
の
里

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
公
式
ユ
ー
チ

『
在
宅
医
療
』
に
つ
い
て

の
番
組
を
放
送
し
ま
す

ュ
ー
ブ
、
毛
呂
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

放
映
期
間　
３
月
１
日
日
～
31
日

火　
午
後
５
時
か
ら

※
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
番
組
放
送
か

ら
10
日
ほ
ど
経
過
し
た
の
ち
に
公

開
予
定

問　
毛
呂
山
越
生
在
宅
医
療
支
援

セ
ン
タ
ー

　
ｔ
２
９
５

−

２
３
２
０

春
を
感
じ
る

減
塩
ご
は
ん
教
室

春
野
菜
の
甘
み
や
香
り
、
だ
し
の

旨
味
を
活
か
し
た
、
か
ら
だ
想
い

の
減
塩
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

～
日
ご
ろ
の
不
安
を

　
　
吐
き
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

㊐　
３
月
12
日
木

　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
館
４
階
会
議
室

対　
町
内
に
お
住
い
の
障
害
を
お

持
ち
の
方
や
引
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
方
の
ご
家
族
（
病
院
へ

受
診
を
し
て
い
な
く
て
も
構
い

ま
せ
ん
）

料　
無
料

定　
15
人
（
先
着
順
）

申　
３
月
２
日
月
～
３
月
10
日
火

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

家
族
の
為
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
お
し
ゃ
べ
り
会

脳
卒
中
・
心
臓
病
の
最
先
端
治
療

を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
配
信
で
の
聴
講
も
可
能
で
す
。

㊐　
３
月
28
日
土　

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
埼
玉
医
科
大
学
創
立
30
周
年

記
念
講
堂
（
日
高
市

山
根
１
３
９
７−

１
）

料　
無
料

申　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
の
み
事
前
に

２
次
元
コ
ー
ド
よ
り
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
部
会

　

ｔ
０
４
２−

９
７
８−

７
１
３
７

埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療

セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

す
。
毎
日
の
食
事
に
活
用
し
や
す

い
工
夫
を
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

㊐　
３
月
24
日
火
午
前
10
時
～
正
午

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

定　
20
人
（
先
着
順
）

講
師　
管
理
栄
養
士

料　
無
料

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申　
３
月
２
日
月
か
ら
19
日
木
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
電
話
可
）。

問　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
ｔ
２
９
４

−

５
５
１
１

だ
さ
い
。

問　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ぞ
み
ｔ
２
７
６

−

２
０
８
８

　
イ
ベ
ン
ト

介
護
保
険
制
度
に
関
心
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。
話
の
内
容
を
文
字
に
し

て
伝
え
る
「
要
約
筆
記
」
も
つ
き

ま
す
の
で
、
聞
こ
え
に
不
安
の
あ

る
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊐　
３
月
11
日
水　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
な

ふ
く
苑

講
師　
主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
　
　
土
屋　
健
一
さ
ん

料　
無
料

申　
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、

で
き
る
だ
け
前
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

な
ふ
く
苑
支
所
（
高
橋
）

　

ｔ
２
７
６

−

５
３
１
３

　
ｆ
２
７
６

−

５
３
１
５

な
な
ふ
く
苑
家
族
介
護
教
室

「
介
護
が
必
要
と
感
じ
た
ら
」
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も
ろ
や
ま
カ
ラ
オ
ケ
め
じ
ろ
会

第
２
回
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

日
々
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
と
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
３
月
29
日
日

　
開
演
午
前
９
時
50
分
（
開
場
午

前
９
時
30
分
）

場　
東
公
民
館
め
じ
ろ
ホ
ー
ル

主
催　
も
ろ
や
ま
カ
ラ
オ
ケ
め
じ

ろ
会

問　
☎
２
９
５

−

８
９
３
７
武
藤

会
員
の
日
頃
撮
り
た
め
た
写
真
を

発
表
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会

員
の
募
集
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　
３
月
13
日
金
～
15
日
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
15
日
日
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

場　
中
央
公
民
館
展
示
室

問　
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

ｔ
０
９
０

−

５
３
２
９

−

６
９

４
６
村
田

フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
毛
呂
山

第
30
回
写
真
展

当
ク
ラ
ブ
は
、
町
内
在
住
の
小
学

生
を
対
象
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
活
動
に
向
け
て
ク

ラ
ブ
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
多

数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
活
動
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
毛
呂
山
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」
を
参
照
く
だ
さ

い
。

㊐　
毎
週
土
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

対　
町
内
在
住
の
小
学
生
（
令
和

８
年
４
月
現
在
）

料　

年
間
５
千
円
（
保
険
代
、ボ

ー
ル
代
、
コ
ー
ト
代
等
）

申
・
問　
随
時
受
付
。
高
橋
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
９
０

−

１
９
９
６

−

５
７

３
９

毛
呂
山
町
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員
募
集

春
季
ゴ
ル
フ
教
室

開
催
の
ご
案
内

主
催　
毛
呂
山
町
ゴ
ル
フ
連
盟

期
間　
４
月
16
日
木
～
５
月
14
日
木　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
計
４
回
）

※
４
月
30
日
木
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

定　
16
人

料
　
参
加
費
千
円（
初
回
の
み
）、

受
講
料
８
８
０
円
（
毎
回
・
ボ

ー
ル
代
込
み
）

場
　
リ
ン
ク
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

指
導
者　
ヨ
ネ
ッ
ク
ス
ゴ
ル
フ
ス

ク
ー
ル　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
永
井
哲
二
さ
ん

申　
中
央
公
民
館
、
東
公
民
館
、

総
合
公
園
体
育
館
、
リ
ン
ク
ス

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
あ
る
申
込
用

紙
に
て
応
募（
３
月
19
日
木
必
着
）

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

問
　
ゴ
ル
フ
連
盟
会
長

　

☎
０
９
０

−

６
１
２
９

−

８
６

０
０
南
舘

楽
し
く
野
菜
栽
培
の
基
礎
基
本
を

学
び
、
家
庭
菜
園
か
ら
プ
ロ
ま
で

を
対
象
と
す
る
農
業
塾
で
す
。

入
塾
の
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
の
主
な
栽
培
作
物
は
、
春

夏
に
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ス
イ

カ
、落ら

っ
花か

生せ
い
な
ど
、秋
冬
に
白
菜
、

人
参
、
大
根
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど

で
す
。
ま
た
、
年
末
に
餅
つ
き
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

活
動
期
間　
４
月
～
令
和
９
年
３

月
（
原
則
、
月
２
回
程
度
。
休

日
に
実
施
）

※
除
草
、
水
や
り
、
野
菜
の
販
売

な
ど
臨
時
的
な
作
業
も
あ
り
ま
す
。

場　
大お

お
類る

い
館や

か
たの
周
辺
の
圃ほ

場じ
ょ
うと
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

料　
前
期
／
５
千
円
（
保
険
料
含

む
）、
後
期
／
５
千
円

※
受
講
料
は
第
１
回
講
習
日
に

（
４
月
12
日
日
午
前
９
時
30
分
開

始
）
東
公
民
館
で
前
期
分
を
徴
収

し
ま
す
。９
時
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

申
・
問　
３
月
20
日
金
ま
で
の
平

日
に
、
観
光
協
会
事
務
局
に
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
２
５
０

−

８
１
４
３
（
午
前

９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
）

『
農
』
を
楽
し
む
農
業
塾

の
塾
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

試
験
受
付
中
で
す
。
そ
の
他
採
用

コ
ー
ス
お
よ
び
試
験
日
程
に
つ
い

て
は
埼
玉
地
方
協
力

本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
入
間
地
域
事
務
所

　
ｔ
０
４−

２
９
２
３－

４
６
９
１

　
募
集

滝
ノ
入
地
区
の
桂け

い
木ぼ

く
寺じ

に
伝
わ
る

「
木も

く
造ぞ

う
伝で

ん
釈し

ゃ
迦か

如に
ょ
来ら

い
坐ざ

像ぞ
う
」
を
公

開
し
ま
す
。
平
安
時
代
の
作
で
県

内
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
地
方
で
も

屈
指
の
古
仏
で
す
。

㊐　
３
月
14
日
土
～
５
月
10
日
日

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
常
設
展
示
室

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

埼
玉
県
指
定
文
化
財

春
季
特
別
公
開

自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る
栄
養
管

理
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

㊐　
３
月
18
日
水

　
　
午
後
２
時
～
３
時

場　
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
館
４
階

講
師　
管
理
栄
養
士

料　
無
料

申　
事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
当
日
参
加
可
）。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
支

所
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館

　

ｔ
２
７
６

−

１
８
７
８

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
館

家
族
介
護
教
室

　
イ
ベ
ン
ト

情
報
交
換
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ３/10（火）、３/23（月）

４/14（火）、４/27（月） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313（要予約）

行政書士 ３/18（水）、４/15（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313

人権・行政相談 ３/12（木）、４/９（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課☎ 313

成人健康相談
４/13（月） 10:00～11 :00 役場１階町民ホール

保健センター☎294−5511
３/６（金） 10:00～11 :00 保健センター

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センター☎294−5511

子育て相談 平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00 子育て支援センター

（必要に応じて変更可能）
こども家庭センター☎294−1800

育児ほっと相談室 ３/11（水）、４/15（水） 10 :00～11 :00 子育て支援センター
もろっこ（元子育て支援室）

もの忘れ相談会 毎月第３木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
☎295−2112 126

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センター☎295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）☎295−0601

消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00
※最終受付　14 :40まで 役場相談室 役場産業振興課

生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）☎080−2274−1445

小学校の卒業と進路

   ～昭和12年の  

         毛呂尋
じん

常
じょう

小学校～

歴史散歩
第381回

　

３
月
は
、
町
内
の
小
学
校
で
卒
業
式
が
開
か
れ
ま

す
。
卒
業
生
は
、思
い
出
深
い
学が
く

窓そ
う

に
別
れ
を
告
げ
、

新
年
度
か
ら
の
中
学
校
で
の
新
し
い
生
活
に
対
し

て
、
期
待
に
胸
を
弾
ま
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

現
在
は
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
中
学
校
へ
進
学

し
ま
す
が
、
中
学
校
が
義
務
教
育
と
な
る
以
前
は
、

卒
業
後
に
様
々
な
進
路
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
毛
呂
山
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
毛
呂
尋
常

小
学
校
で
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
発
行
さ
れ
た

学
校
だ
よ
り「
校こ
う

報ほ
う

」に
は
、「
尋じ

ん

六ろ
く

父ふ

兄け
い

の
皆
様
へ
」

と
い
う
卒
業
を
間
近
に
控
え
た
６
年
生
の
保
護
者
に

向
け
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
記
事
に
は
、
卒
業
生
83
名
の
進
路
に
つ
い 

て
、
２
年
制
の
高
等
科
（
高
等
小
学
校
）
に
進
む
予

定
の
子
ど
も
が
64
名
、
５
年
制
の
旧
制
中
学
校
が
１

名
、
女
学
校
が
７
名
、
そ
の
他
家
事
の
都
合
で
手
伝

い
や
働
き
に
出
る
子
ど
も
が
11
名
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

義
務
教
育
の
尋
常
小
学
校
卒
業
後
に
旧
制
中
学
校

や
女
学
校
と
い
っ
た
中
等
教
育
機
関
へ
進
ん
だ
子
ど

も
は
、
さ
ら
に
旧
制
高
等
学
校
な
ど
の
上
級
学
校
へ

進
学
の
道
が
ひ
ら
け
ま
し
た
が
、
旧
制
中
学
校
な
ど

に
進
学
で
き
る
子
ど
も
は
一
握
り
だ
っ
た
こ
と
が

「
校
報
」
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。
毛
呂
尋
常
小
学
校

で
は
、
卒
業
し
た
後
に
進
学
で
き
る
高
等
科
に
進
む

子
ど
も
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、義
務
教
育
の
尋
常
小
学
校
の
卒
業
後
に
は
、

働
き
に
で
る
子
ど
も
た
ち
が
い
た
こ
と
も
わ
か
り
ま

す
。

　
「
校
報
」
を
書
い
た
先
生
は
、
働
き
に
で
る
予
定

の
子
ど
も
の
保
護
者
に
も
高
等
科
へ
の
進
学
を
考
え

て
ほ
し
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、

働
き
に
出
る
子
ど
も
の
進
路
に
つ
い
て
、
選
択
す
る

職
業
が
将
来
の
生
活
に
深
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と

か
ら
、
３
つ
の
注
意
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

１
．
児
童
の
性
能
に
適
せ
る
も
の
か
ど
う
か
。

　

２
．
児
童
の
好
き
な
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
。

　

３
．
又
、
将
来
発
展
す
る
見
込
み
の
あ
る
職
業
で

　
　
　

あ
る
か
ど
う
か
。

　

子
ど
も
の
適
性
や
職
業
の
将
来
性
を
考
え
た
職
業

選
択
を
願
う
の
は
、
現
代
の
職
業
選
択
に
も
通
じ
る

先
生
の
配
慮
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
が
子
ど

も
の
将
来
を
想
い
心
配
す
る
気
持
ち
は
、
い
つ
の
時

代
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。
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